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事業の概要

　全国でもホームレスが多数存在する地域において、就業による自立の意志があるホームレスを対
象に、就業支援相談やホームレスの就業ニーズに合った仕事の開拓・提供、職場体験講習を、さら
に自立支援センター等に入所しているホームレスに対しては、生活・労働習慣の体得等による就業
の促進を、地方公共団体等で構成される協議会への委託により実施し、就業による自立を促す。
①　就業支援相談
　　　就業支援相談員を配置し、就業を支援するための相談を実施する。
②　就業機会確保支援
　　　企業や商店街等から清掃の仕事等の開拓・提供等を行う。
③　職場体験講習
　　　ホームレスが従事しやすい職域、例えば、過去の職業経験を活かせる分野、比較的
　　　軽作業の分野等仕事がある企業等の職場を実際に体験してもらうことにより、ホーム
　　　レスと企業等の相互理解を深め、就業機会の確保を図る。

（有効性の評価）
　雇用失業情勢の悪化に伴い、平成２０年度においては目標未達成であったが、平成１８、１９年度において
は目標を達成していたことから、有効であったと評価できる

（効率性の評価）
　ホームレス対策に関してのノウハウを有する地方公共団体やNPOのほか、労使団体等から構成される協議
会を実施主体としており、事業主に対するホームレスへの理解を深める啓発指導とあわせた求人開拓の実施
するなどにより受け皿となる協力企業を増やすなど効率的に進めた結果、アウトプット指標である確保求人数
についても前年度以上の実績を達成することができたものと評価できる。

【評価結果の概要】

（整理番号　１３）

平成２１年度事業評価書（事後）要旨

評価実施時期：平成２１年８月 担当部局名：職業安定局就労支援室

ホームレス等就業支援事業（ホームレス就業支援事業）

基本目標Ⅳ
　経済・社会の変化に伴い多様な働き方が求められる労働市場において労働者の職業の安定を図る
こと
施策目標３
　労働者等の特性に応じた雇用の安定・促進を図ること
施策目標３－１
　高齢者・障害者・若年者等の雇用の安定・促進を図ること

関係する施政
方針演説等内
閣の重要政策
（主なもの）

年月日

施策に関する
評価結果の概
要と達成すべ
き目標等

記載事項（抜粋）

　（政策等への反映の方向性）
　　評価結果を踏まえ、平成２２年度予算概算要求において所要の予算を要求する。

　（概算要求額：　４４３　百万円）

施政方針演説等

【達成すべき目標、測定指標、目標期間、測定結果　等】

アウトカム指標
（達成水準／達成時期）
※【 】内は、目標達成率（実績値／達成水準）

Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８ Ｈ１９ Ｈ２０
－ 27.6％ 37.2％ 33.8％ 22.4％１ ホームレス等就業支援事業

におけるホームレスの雇用
関係による就業割合（％）

【 】（30％以上）／平成２０ ％【－％】 【92％】 124％ 113％ 74.7【 】 【 】

年度

－ 426 908 1,528 1,317２ ホームレス等就業支援事業
におけるホームレスの雇用
関係による就業者数（人）

【－％】 【－％】 202％ 170％ 【108％】（１，２２５人以上／平成 【 】 【 】

２０年度）

（調査名・資料出所、備考）
資料出所：事業実施主体提出の事業実施結果報告書（職業安定局調べ）による。

アウトプット指標
（達成水準／達成時期）
※【 】内は、目標達成率（実績値／達成水準）

Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８ Ｈ１９ Ｈ２０
１ ホームレス等就業支援事業 － 2,892 4,194 7,194 10,652

【 】 【 】 【 】による確保求人数（件） 【 ％】 【 ％】 145％ 172％ 148％
（前年度以上／平成20年
度）

（調査名・資料出所、備考）
資料出所：事業実施主体提出の事業実施結果報告書（職業安定局調べ）による。

参考統計 Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８ Ｈ１９ Ｈ２０
１ 個別相談実施件数（件） 1,541 7,513 11,519 13,182―
（調査名・資料出所、備考）

資料出所：事業実施主体提出の事業実施結果報告書（職業安定局調べ）による。
※「H16」については調査していない。
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